ガラ— リ 

格子の 開く 音が した。 茶の間に 居た 細君 は、 誰かし 

すき 

らんと 思ったら しく、 つと 立 上って 物の 隙から ちょつ 

うかが いまごろ 

と 窺った が、 それが いつも 今頃 帰る はずの 夫だった 

と 解る と、 すぐと そのままに 出て、 

「お帰りなさい まし ご 

あいさつ むか 

と、 ぞんざいに 挨拶して 迎えた。 ぞんざい というと 非 

難す るよう に 聞え るが、 そうで はない、 シネ クネと 

からだ れ いぎ うるお 

身体に シナを 付けて、 語音に 礼儀の 潤い を 持たせて、 

お < さま 

奥様ら しく 気取って 挨拶す るよう な こと はこの 細君の 

ふえて ほ い しんそつ 

大の 不得手で、 褒めて 云えば 真率な ので ある。 それ も 



わか ざキ J 

その 道理で、 夫 は 今で こそ 若 崎 先生、 とか 何とか 云わ 

ちと 

れ ている ものの、 本 は 云わば 職人で、 その 職人だった 

ひんく いくねん あいだ 

頃に は 一 ト 通りで は 無い 貧苦と 戦って きた 幾年の 間 

うきよ からめて 

を 浮世と やり合って、 よく 搦手 を 守りお おさせた いわ 

ゆる ォカミ サンで あつたので あるし、 それに 元来が 

こふう じ つてい たち かみ 

古風 実体な 質で、 身なり 髪 かたち も余リ 気にせぬ ので、 

まだ それほどの 年で は 無い が、 もはや 中婆ァ さんに 見 

え かか つ ている 位で ある。 

「ァ、 帰った よご 

と 夫が 優しく 答えた ことな ど は、 いつの 日に も 無い こ 

さと 

とで はあった が、 それでも 夫 は 神経が 敏 くて、 受け こ 



つ あっか きか 

身の まわりに 附 いて まわって 夫 を 扱い、 衣類 を着換 

えさせて やったり、 坐 を 定めさせて やつたり、 何に か 

かに か 自分の 心 を 夫に 添わせて 働く ようになる。 それ 

じょうせき 

が この 数年の 定跡 であった。 

きょう 

ところが 今日は どういう ものであろう。 その ート眼 

あた 

が 自分に は 全く 与えられなかった。 夫 はまる で 自分と 

いう ものの 居る こと を 忘れ はてて いるよう、 夫 は 夫、 

わたし はわた しで、 別々 の 世界に 居る ものの ように 見 

あ 1 こ 、 

えた。 物 は 失われてから 真の 価が わかる。 今にな つ 

て 毎日 毎日の 何でも無かった その 一 ト 眼が 貴い もの 

さと 

であった ことが 捂られ た。 と、 いうよう に 何も 明白に 



順序立てて 自然に 感じられる わけで は 無い が、 何 かし 

さぴ せま 

ら物 苦しい 淋しい 不安な ものが 自分に 逼 つて 来る の を 

妻 は 感じた。 それ は、 いつもの 通りに、 古代の 人の よ 

ぼうし かんむ リ ぬ てんじん さま 

うな 帽子 —— というよ リは 冠 を 脱ぎ、 天神 様の よう 

ふきげん 

な 服 を 着換えさせる 間に も、 いかにも 不機嫌の ように、 

まじめ いさ しず 

真面目で は あるが、 勇みの 無い、 沈んだ、 沈んで 行き 

ようす 

つつ あるよう な 夫の 様子で、 妻 はそう 感じた ので あつ 

た。 

ながねん つれそ ど こ ふうふ 

永年 連 添う 間に は、 何 家で も 夫婦の 間に 晴天 和風ば 

かり は 無い。 夫が 妻に 対して 随分 強い 不満 を 櫛く こと 

くや 、-、 P おも \, 

も 有り、 妻が 夫に 対して 口惜しい 厭な 思 をす る こと 



よ こうさい 

が 好くな り、 交際が 上って 来る につけ、 わたしが 足ら 

ぬ、 つり 合い 足らぬ と 他の 人達に 思われ 云われ はせ ぬ 

おんなぎ 

かとい う 女気の 案じが なく も 無い ので、 自分の 事 かし 

らんと また ちょっと 疑った が、 どうもそう でも 無い 

らしい。 

き ばんしゃく 

定まって 晚酌を 取る というの でもな く、 もとより 

きんちょく けんやく 

謹直 儉 約の 主人で あり、 自分 も 夫に 酒 を 飲まれる よ 

き-り 

うな こと は 嫌いな ので は あるが、 それでも 少し 飲む と 

にぎ 

賑やかに 機嫌 好くな つて、 罪 も 無く 興じる 主人で ある。 

そこで、 

「晚に は问か 取りまして、 ひさしぶりで 一 本 あげ ま 



しょうか ご 

おお、, て、. , ぎ 

と 云った。 近来 大に 進歩して、 細君 はこの 提議 をし 

たので ある。 ところが、 

「なぜ サご 

と 善良な 夫 は 反問の 言外に 明らかに そんな こと はせ ず 

ひてい ぜ ひ かんそ 

とよい と 否定して しまった。 是非 も 無い、 簡素な 

ばんしょく いつも す 

晚食は 平常の 通りに 済まされ たが、 主人の 様子 は 

いつも げき おそ 

平常の 通りで は 無かった。 激して いるので も 無く、 怖 

だんわ 

れ ている ので も 無い らしい。 が、 何かと 談話 をして そ 

いとぐち 

の 糸口 を 引出そう としても、 夫 はうる さがる ばかりで 

あった。 サァ、 まことの 糟糠の 妻た る 夫 思いの 細君 は 



君 はまた 今更に 物 を 思いながら 外へ 出た。 まだ 暮れた 

しょ 力 やな 力 すす 

ばかりの 初夏の 谷 中の 風 は 上野つ づき だけに 涼しく 心 

よか つ た。 ごく 懇意で ありまた ごく 近くで ある 同じ 谷 

中の 夫の 同僚の 中 村の 家を訪 い、 その 細君に 立 話し 

をして、 中 村に 吾 家へ 遊びに 来ても らう こと を 請うた 

ので ある。 中 村の 細君 は、 何、 あなた、 ご 心配になる 

ような ことで は ございますまい、 何でも かえつ てお 喜 

びになる ような 事が お有りの はずに、 チラと 承り まし 

たく うかが .《 た 

た、 しかし 宅 は 必ず 伺わせ ますよう 致しましょう、 と 

うけあ 

請 合って くれた。 同じ 立場に 在る 者 は 同じような 感情 

を 懐いて 互によ く 理解し 合う ものであるから、 中 村の 



にわと リ 

「ャ、 あの 鶏 は 実に 見事に 出来ました ネ。 私 も あの 

鶏の ような 作が きっと 出来る というの なら、 ィャも 

C つまう 

鉄砲 も 有り はしな か つ た のです がネ。 」 

けんそん ぬのぶ くろ ほう 

と 謙遜の 布袋 の 中へ 何もかも 抛り 込んで しまう 態度 

を 取りに かかった。 世の中 は 無事で さえ あれば^; いと 

いうの なら、 これでよ かった の だ。 しかし 若 崎の この 

あら 

答 は、 どうしても、 何 か 有る の を 露わすまい としてい 

るので あると 感じられずに はいない。 

「きっと 出来る よ。 君の 腕 だから ナご 

しょうれい あかむ 

と 軽い 言葉 だ。 善意 の 奨励 だ。 赤剝き に剝 いて 言え 

ば、 世間に 善意の 奨励 ほど ゥソの もの は 無い。 悪意の 



ろうこ つ ぜんしゅう み そ ぼうず 

うだった が、 さすが は 老骨 だ。 禅宗の 味噌す り 坊主 

せき リ ようこつ ていき しせい 

の いわゆる 脊梁 骨 を 提起した 姿勢に な つ て、 

ひとまよ 

「そんな 無茶な こと を 云い 出して は 人 迷わせ だョ。 腕 

すで 

で 無くって 何で 芸術が 出来る。 まして 君 なぞ 既にい い 

腕に なって いるの だもの、 いよいよ 腕 を 磨くべし だ 

ネご 

せんとう 

戦闘が 開始され たような もの だ。 

r ィャ腕 を 磨くべき はもと よりだが、 腕で 芸術が 出来 

る もので はない。 芸術 は 出来る もので、 こしらえる も 

ので は 無 さそう だ。 君の 方で はこしら えとお せる かも 

よ うぎ よ う 

知れない が、 僕の 方 や 窯業 の 方の、 火の 芸術に たず さ 



はえき ゆうどう けい はっぱつ てき おん 

た 校長に は把掖 誘導 啓発 抜擢、 あらゆる 恩 を 受けて い 

ま 

るので、 実は ィャだ ナァと 思った けれども 枉げて 従つ 

た。 この 心 持が せめて 君に は 分っても らいたい の だが 

…：- J 

と、 中頃 は 余り 言いす ごした と 思った ので、 末に は そ 

の 意 を 濁して しま つ た。 言った とて 今更 どうなる こと 

でも 無い ので、 図に 乗って 少し 饒舌り 過ぎた と 思った 

の は 疑い も 無い。 

中 村 は 少し 凹まされ たか ども 有る が、 この 人 は、 「肉 

やいば およ からだ とく 

の 多き や 刃 その 骨に 及ばず」 という 身体つ きの 徳を 

持って いる、 これ もなかな かの 功 を 経て いるもの なの 



^"膚 で 十二分に 味 を 見せて、 そして、 思いき り 伸ばし 

くぴ ずいぶん 

た 頸 を、 伸ばしき つた 姿の 見 ゆるよう に 随分 細く」 

と 話す の を、 こっち も 芸術家 だ、 眼 をふさいで 瞑想し 

ながら 聴いて いると、 ありあり とその 姿が 前に 在る よ 

うに 見えた。 そして まだ 話 をき かぬ 雌まで も 浮いて 見 

えたので、 

「雌の 方の 頸 はちよ いと ート うねりして ネ、 そして 後 

つめ かかと 

足の 爪と 踵 とに 一 ト 工夫が ある ご 

というと、 不思議に も 言い 中 てられた ので、 

「ハ ハハ、 その 通り その 通り ご 

さわ うち 

と 主人 は 爽やかに 笑った。 が、 その 笑声の 終らぬ 中に、 



ように 感じで もした か、 

くるし 

「いやです ナ ァ蟾蜍 は。 やっぱり 鵞鳥で 苦み ましよ 

う ョ。， - 

と、 悲しげに また 何だか 怨みつ ぼく 答えた。 

「そんなに 鵞鳥に 貼く こと もあります ま いご 

「ィ ャ、 君 だってそう でしよう が、 題 は 自然に 出て 来 

き す 

る もので、 それと 定まったら、 もう わたしに は棄 てき 

に がま 

れ ませぬ。 逃げ道の ために 蝦蟇の 術 をつ かう なんてい 

う、 忍術の ような こと は 私に は 出来ません。 進み 進 

じょうじゅ ひとえ あやう 

んで、 出来る、 出来ない、 成就 不 成就の 紙一重の 危 

さかい ふる 

い 境 に 臨んで 奮う のが 芸術で は 無いで しょうか ご 



「ところが 御前で 敲き t すよう な もの を 作つ て はなり 

ませぬ、 是非とも 気の 済む ような もの を 作って ご覧 を 

いただかねば なり ませぬ。 それが 果して 成る か 成らぬ 

せ^ * ね しま 

か。 そこに 脊 骨が 絞られる ような 悩みが …… 」 

あお 

「ト 云う と 天覧 を 仰ぐ という ことが 無理な ことになる 

や ぼ 

が、 今更 野暮 を 云っても 何の 役に も 立たぬ。 悩む がよ 

ぃサ。 苦む がよ ぃサご 

だんがい ごうぜん 

と 断崖から 取って 投げた ように 言って、 中 村 は 豪 然と 

して 威張った。 

若 崎 は 勃然として、 

「知れた こと サご 



と 見 かえした。 身体 中に 神経が ピンと 緊 しく 張った で 

まるみ 

も あるよう に 思われて、 円味の ある キン キン 声 は その 

音で でも 有る かと 聞え た。 しかし またたち まち グッタ 

リ 沈んだ 能 I に 反って、 

「火 は ナァ、 …… 火 はナァ …… 」 

ひと ご かしら 

と 独り言った。 スルト 中 村 は 背 を 円く し 頭 を 低く し 

て 近々 と 若 崎に 向い、 声 も 優しく 細く して、 

「火の 芸術、 火の 芸術と 君 は 云う がネ。 何の 芸術に 

ちくち よ ラ 

だって 厄介な ところ はきつ と 有る。 僕の 木彫 だって 

ほリぁ 

難関 は 有る。 せっかく だんだんと 彫 上げて 行って、 も 

しあげ もくめ 

少しで 仕上になる という 時、 木の 事 だから 木理が ある、 



ころから 木理が ハネ て、 釣^ を 失えば、 全体が 失敗に 

なる。 御前で そういう ことがあれば、 何とも 仕様 は 無 

いの だ。 自分の 不面目 はもと より、 貴人の ご 不興 も 恐 

多い ことで は 無い かご 

ここまで 説かれて、 若 崎 は 言葉 も 出せ なくなった。 

くるし わざ 

何の 道に も 苦み は ある。 なるほど 木理 は 意外の 業 を 

する。 それで 古来 木理の 無い ような、 粘りの 多い 材、 

白檀、 赤 檀の類 を 用いて 彫刻す るが、 また 特に 

すぎ ひのき とう 

杉 檜の 類、 刀の 進みの 早い もの を 用いる こと もす る。 

たいてい やす 

御前 彫刻な どに は 大抵 刀の 進み 易い もの を 用いて 短 時 

あ 

間に 功 を 挙げる ことと する。 なるほど、 火、 火との み 



にあら ゆる 道理の 中を龃 巡った が、 何 を とらえる こと 

まこと 

も 出来 無かった。 ただわず かに 人の 真心 II 誠と い 

ちょうえつ れいりよ く 

う ものの 一 切に 超越 して 霊 力 ある ものと いう こと を 

思い 得て、 

「了 心の 誠と いう もの は、 それほどまでに 強い もので 

しょうか ナァご 

と 真顔に なって 尋ねた。 中 村 は ニヤ リと 笑った。 

「誠 はもと ょリ 尊い。 しかし 準備 もまた 尊い よご 

若 崎に は 解釈 出来なかった。 

リ ゆう とら とのさま ごぜん 

「竜なら 竜、 虎なら 虎の 木彫 をす る。 殿様 御前に 出て、 

のこぎり ちょうな のみ きざ 

鋸 、 手斧、 鑿、 小刀 を 使って だんだん とその 形 を 刻 



み la す。 次第に 形が およそ 分明に なって 来る。 その 間 

に は 失敗 は 無い。 たとい 有った にしても、 何とで も 作 

あと 

意 を 用いて、 失敗の 痕を 無くす ことが 出来る。 時刻が 

相応に 移る。 いかに 物 好な 殿に せよ 長く ご覧に なって 

たいくつ うろこ 

おらる る 間に は 退屈す る。 そこで 鱗なら 鱗、 毛なら 

毛 を 彫って、 同じような 刀 法 を 繰 返す 頃に なって、 殿 

にご 休息 をな さるよう 申す。 殿 は 一 度お 入りに なって 

お茶な ど 召させら るる。 準備が 尊 いのは ここで。 かね 

て 十分に 作りお いたる 竜なら 竜、 虎なら 虎 を そこに 置 

かく ふたた 

き、 前の 彫り かけ を 隠しお く。 殿復 びお 出 ましの 時 

に は、 小刀 を 取って、 危気 無き ところ を 摩ず るよう に 



しょうしょう かたなく ず よし 

削り、 小 々 の 刀 屑 を 出し、 やがて 成就の 由 を 申し、 

近々 ご覧に 入る るの だ。 何の 思わぬ あやまち などが 出 

まう， IJ- 、." 

来よう。 ハ ハハ。 すりかえの 謀計で ある。 君の 錶 物な 

みずお け どろ 

ど は 最後 は 水 桶の 中で 型の 泥 を 割って 像 を 出す ので あ 

る。 準備 さえ 水 桶の 中に 致して おけば、 容易に 至難の 

作品で も 現わす ことが 出来る。 もとより 同人の 同 作、 

いつわり、 贋物 を 現わす という ことで は 無い ご 

こまごま あぜん 

と 低い 声で 細々 と 教えて くれた。 若 崎は啞 然として 驚 

いた。 徳川 期に はなる ほどす ベて こういう 調子の 事が 

さと せいだく 

行われた の だな と 暁って、 今更ながら 世の 清濁の 上に 

思を馳 せて 感 悟した。 



の 芸術 を ご覧あった。 最後に 至 つ て 若 崎の 鵞鳥 は 桶の 

水の 中から 現われた。 残念に も 雄の 鵞鳥の 頸は熔 金の 

き はい、 A く 

まわりが 悪くて 断れて いた。 若 崎 は 拝 伏して 泣いた。 

供奉 諸官、 及び 学校 諸 員 はもと より 若 崎の あの 夜の 心 

さけ 

の 叫び を 知ろう ようは 無 か つ た。 

こうだ い ゆうびよう 

しかし、 天恩 洪大で、 かえって 芸術の 奥に は 幽眇不 

リ ようち 

測な ものが ある こと を ご諒知 下された。 正直な 若 崎 は 

その後 しばしば 大 なる ご 用命 を 蒙り、 その 道に おける 

めいよ は 

名誉 を馳 する を 得た。 

(昭和 十四 年 十二月) 
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